
５
月
13
日
、
銀
座
で
頻
発
し
て
い
る

ヘ
イ
ト
デ
モ
（
差
別
扇
動
デ
モ
）
を
な

く
す
た
め
の
勉
強
会
（
主
催
：
銀
座
Ｎ

Ｏ
！
Ｈ
ａ
ｔ
ｅ
小
店
）
が
、
銀
座
教
文

館
ウ
エ
ン
ラ
イ
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
大
東
文
化
大
学
准
教

授
の
渡
辺
雅
之
さ
ん
に
よ
る
、
図
表

（
下
）
や
動
画
な
ど
を
使
っ
た
「
差
別

先
導
行
為
と
は
何
か
」
の
講
演
が
あ
り
、

第
二
部
で
は
、
俳
優
で
ス
タ
ン
ダ
ッ
プ

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
清
水
宏
さ
ん
の
「
私

た
ち
は
何
を
笑
う
の
か
～
日
本
の
笑
い

の
現
場
か
ら
」
の
ト
ー
ク
（
上
写
真
）

と
法
政
大
学
教
授
で
小
説
家
の
中
沢
け

い
さ
ん
を
交
え
た
３
人
の
パ
ネ
ル
デ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
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守ろう！日本の宝「憲法九条」

清水さんの巧みなトークに笑いながらカジュアルヘイト（日常に潜む差別）を考える

銀座の水谷橋公園に集合後、プラカー
ドと日の丸と日章旗を掲げて外堀通り
をデモ行進する集団＝数寄屋橋 2016年

写
真
は
志
村
撮
影



振
袖
火
事
で
ま
ち
の
整
備
が
進
む

当
時
、
世
界
一
と
も
言
わ
れ
た
人
口
の

密
集
地
、
江
戸
は
火
事
の
多
い
ま
ち
で
し

た
。明

暦
３
年
（
１
６
５
７
年
）
、
本
妙
寺

（
文
京
区
）
か
ら
起
こ
っ
た
明
暦
の
大
火

（
俗
に
振
袖
火
事
）
は
江
戸
市
中
の
60
％

を
焼
き
尽
く
し
、
死
者
は
10
万
７
千
人
余

り
、
現
在
の
中
央
区
一
帯
は
、
ほ
と
ん
ど

焼
け
野
原
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

幕
府
は
直
ち
に
大
規
模
な
区
画
整
理
と

復
興
事
業
に
着
手
し
、
寛
文
年
間
（
１
６

６
１
～
１
６
７
３
年
）
ま
で
に
は
新
し
い

区
画
に
よ
る
江
戸
の
ま
ち
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

火
除
け
地
と
し
て
の
広
小
路
が
設
け
ら

れ
た
の
も
、
多
く
の
大
名
屋
敷
が
城
郭
外

に
移
転
し
た
の
も
こ
の
時
代
で
す
。

中
央
区
で
は
八
丁
堀･

霊
岸
島
が
武
家

地
、
日
本
橋･

京
橋
一
帯
は
町
屋
と
な
っ

て
広
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
商
人
の
活
躍
の
場
が
確
保

さ
れ
、
中
央
区
が
商
業
地
と
し
て
抜
き
ん

出
て
発
展
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

商
業
の
発
展
と
と
も
に
水
上
輸
送
も
さ

ら
に
活
況
を
呈
し
、
日
本
橋
川
や
京
橋
川
、

八
丁
堀
な
ど
の
運
河
に
は
河
岸
が
設
け
ら

れ
、
そ
の
周
辺
に
問
屋
街
が
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
初
期
に
開
か
れ
た
「
日
本
橋

魚
市
場
（
魚
河
岸
）
は
、
鮮
魚
類
の
荷
揚

げ
や
取
り
引
き
を
行
っ
て
お
り
、
江
戸
・

東
京
の
代
表
的
市
場
と
し
て
機
能
し
て
い

ま
し
た
。

大
正
12
年
（
１
９
３
年
）
の
関
東
大
震

災
で
焼
失
し
、
市
場
が
築
地
に
移
転
す
る

ま
で
３
０
０
年
以
上
も
の
間
、
日
本
橋
の

た
も
と
で
繁
栄
を
続
け
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）

ブログもごらんください 志村たかよしワールド 検索

文
と
図
は
「
区
勢
要
覧
」
よ
り


